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巻頭言

　２月15日－16日、日本労働者協同
組合（ワーカーズコープ）連合会（以下、
労協連）は、第39期第２回地域労協会
議を愛知県豊田市ほかで実施。愛知県
高齢者生活協同組合（以下、愛知高齢
協）が豊田市保見ヶ丘団地（7200人中、
4000人近くが日系ブラジル人を中心と
する外国人が暮らす）で運営する「ケ
アセンター保見」（訪問介護、放課後等
デイサービス）では、働く14人の組合
員のうち６人が外国人。2008年リーマ
ンショックで大量失業が広がるなか、
雇用シンポジウムを開催し、その後日
本人と外国人が共に受講する基金訓練
を開講。その卒業生と共に、2011年に
ヘルパーステーションを立ち上げる。

　「相談に来る高齢者、障がい者は『ど
こに相談したらよいか分からなかっ
た』と本当に困っていて、今で言う生
活困窮者、孤立した方々が多かった」
と藤井克子愛知高齢協専務理事。訪問
介護と放課後等デイサービスの管理者
の上江洲恵子さん（日系ブラジル人）
は、「仲間の外国人たちの生活を支え
たい思いから、介護保険制度や生活保
護制度など制度が変わるごとに自分た

ちで学習した。そして働きたい仲間を
集め、愛知高齢協で初任者研修を開催
するなど、協同組合では自分たちで学
びたいことを自分たちで考えて実行で
きると実感。勉強したことは、そのま
ま団地に住む外国人たちを支えること
ができ、やりがいのある働き方であり、
以前働いていた自動車工場では、自分
たちが考えることや意見をすることは
できなかった」。また「卒業生の仲間
は給料がよい他の介護職場に就職した
人たちもいるが、言われたことをする
だけのヘルパーとなっている。自分た
ちは地域で信用され困ったら相談され
る存在となり、行政からも介護通訳な
ど頼られ、地域で受け入れられ、お金
も稼ぐことができることもあり、愛知
高齢協が好きで、（高齢協に）感謝して
いる」とのことであった。
　70歳を超えている藤田パウロさん
は資格はないが送迎やケアスタッフと
して働きながら、団地のごみ集積場の
分別を毎日ボランティアで行なってお
り、文化・生活様式の違いを教えるな
ど外国人と日本人を繋げる架け橋と
なっている。１年に１度のほほえみ祭
りを実施し、日本人も外国人も、高齢
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者も障がい者も一緒になって、郷土料
理を作って食べ、歌い、踊って、楽し
んで交流している。

　地域労協会議のグループ討議では、
労働者協同組合法が成立することで、

「地域からは何を期待され、自分たち
は何を伝えていくのか」というテーマ
で話し合った。協同労働による事業展
開や各種制度活用、運営・経営などさ
まざまなことが出されたが、グループ
討論の結論として一番伝えたいのは、

「協同」の働き方ではないかというこ
とになった。つまりその人らしく・人
間らしく・一人ひとりが尊重される働
き方（ディーセントワーク）が協同労働
であり、それをワーカーズコープが大
切にすることであると。グループ討議
に参加していたリーダーたちも、入団
したときは自分自身も困難を抱えてい
るときに声を掛けてもらい、働きなが
ら支えられ、救われ、やりたいことに
挑戦できる環境があり、今の自分があ
ると振り返っていた。そのような経験
をしてきたからこそ、目の前の困った
仲間や地域の人の声をなんとかした
い、支えたいという衝動を、一人では
解決できなくても仲間と話し合う中で

実現できるのではないかと感じる。そ
の一人ひとりの実感を全国の仲間が発
信することで、更なる多くの困難を抱
えた人たちと繋がり、仲間となり、勇
気を与えることになるのではないか。
　労働者協同組合ではお互いの違いを
認め合う上で、それぞれの想いを出し
合い、折り合いを付けながら、１つず
つ実現していくことができる。全国の
仲間が、そして新たにこれからつなが
る地域の方々が、話し合いを通してそ
の人の想いや課題解決の仕事おこしや
社会連帯活動を広げることができる。
そんな自由で創造的なワーカーズコー
プが、またそれを推進する連合会がで
きればと胸が躍る。各県や各市など地
域でそれを支えるネットワークをつく
り、協同の働き方・生き方を伝え、協
同労働で働く人たちが広がればと思う。
また企業や自治組織やNPOでも協同労
働のような働き方はでき、法制化は、
結果として協同の働き方や生き方が地
域で広がることにつながる。協同労働
の広がりは自分たちの地域を自分たち
で作っていく住民自治や民主主義の広
がりであり、安心して暮らせる協同の
地域社会の実現であると思う。




